
地域づくりにおける市町村の役割
～市民が主役の協議体～（福岡県福津市）



本事例のポイント

住民による住民主体の協議体の立ち上げ

郷（さと）づくりとは

福津市が平成１９年度から取り組み始めた「自分たちの地域は、自分たちの手で」という考えのもと、概ね
小学校区を単位として、地域住民や地域で活動する団体同士が互いに協力・連携し、地域の課題解決や
個性的で魅力ある地域づくりに取り組む「地域自治」の活動。

　　　　　　　　　　　市　　　民

　　様々な地域課題の解決方法（イメージ図）

個
人
や
家
庭
で

取
り
組
み

隣
近
所
で

取
り
組
み

自
治
会

（区

）

で
取
り
組
み

小
学
校
区
で

取
り
組
み

個
々
の
団
体
等
で
は

解
決
で
き
な
い
課
題

様
々
な
地
域
課
題

住
み
良
い
地
域
社
会
の
実
現

ボランティア団体やＮＰＯで取り組み

行政で取り組み

　
市
民
や
行
政

、

　
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
等
が

　
共
働
で
取
り
組
み

　　個人や家族でできないことは自治会(区)で取り組み、自治会(区)だけでは
　できないことを校区の組織が補完するという考えで役割を確認し合っていけば、
　校区の実情にあったまちづくりが可能になります。

郷づくり

個人や家族でできないことは自治会（区）で取り組み、自治会（区）だけではできないことを
校区の組織が補完するという考えで役割を確認し合っていけば、校区（地域）の実情にあっ
たまちづくりが可能になります。



協議体設置までの流れ

～平成２７・２８年 各地域で行われるフォーラム・研修会等への参加

平成２８年７月 暮らしのサポートセンター「サンクス」開所

・寄り合い場 ・集いの広場 ・お困りごと支援

平成２７年１２月

～平成２８年９月

平成２８年１０月 福津市協議体の設置

第１回～第９回

協議体準備会の開催



協議体の取り組みについて

〇協議体メンバー ７７名（H28.10.26現在） → １２４名（H29.6.12現在）

多種多様な方々が参加（参加届を出せばどなたでもＯＫ！）

活動実績 ・ 協議体通信の発行

・ 「地域の宝を自慢しよう」エリア別発表

↓

地区ごとの情報共有ができ、自分の地区で行う取り組みの参考になった

「協議体準備会」「協議体」で大切にしてきたこと

〇参加していただいた方の声を十分に反映できる場にする
→ 取り組めることはすぐに実行する

〇話し合いを始める前から、「落としどころ」は決めない
〇参加は自由意志に基づく → 熱意のある人に参加してもらえるようにする


